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1. はじめに

独立車輪台車やフローティング車両の導入による車

一般の鉄道車両とは異なる技術が採用されている特

計画や既存の路面電車の設備改良の一環として導入

トラブルが発生した際の原因究明のための研究が必

集が行われている 実車実験には安全面や実験

レーションを用いた検討が有効であると考えられる

に LRVの車両特性を考慮した車両モデルを構築す

2. モデル概要

 

SIMPACK

国内で複数の事業

者が採用する 2車体 2台車の 100%低床連接車と

線通過性能の向上 の目的で採用・検討が進められ

ライトレール車両
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が接続する枕ばね位

る .これにより従輪に比べ動軸により多くの荷重を
4

れらの特徴を模擬し構築した台車モデルの概観を図

4に示す .車両は1車両につき1台車で構成される .連

ピッチ方向・ロー

ル方向には回転しない構造とした .また

同様に 各台車・車体間にはヨーダンパを取り付け

た .構築し

4. 計測値との比較

り過去に車上計測が行われた 5 実在の軌道を想定し

シミュレーションを行っ

3. 曲線通過シミュレーション

過シミュレーションを行った .

曲率半径 R200から R600の範囲で 100m刻みで

軸より従輪の第 1軸の脱線係数が大きいことがわか

右輪が独立して回転する場合に復元力が発生しない

立回転車輪台車の特徴がモデルに反映されているこ

とを確認した .
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5. まとめ

 独立回転車輪を採用した低床 LRVの車両モデル

車内計測結果との比較

検討により床上振動や乗り心地に関する検討などを

道や車両の異常を推定し検知する 6 コンディション

モニタリングの予備検討として マルチボディモデ

ルを用いたシミュレーションによるセンサ配置や推

定アルゴリズムの評価の有効性について検討を行う

予定である

た

推移を 輪重・横圧の

推移を

30km/hでシミュ

が前位車両を押し出す格好となる本車両の構造に起

96-98
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